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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 幼児の言語獲得過程は、様々な角度から研究が行われるようになってきているが、研究の対象となる言語は
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ほとんどが英語で、日本語を対象とした研究は限られている。本論文は日本語の助詞の獲得研究について、論
者は一般に入手不可能なデータコーパスを利用して、先駆的研究をまとめることができている。第１章では、
幼児の言語獲得研究に関連するものとして、格助詞ガを研究対象として選んだ理由を述べている。第２章では、
格助詞ガを考察するのに適切なデータとして考えられるコーパスについて考察し、分析ツールについて紹介し
ている。第３章では、幼児が格助詞ガを産出し始める時期において、格助詞ガが他の語とは異なる存在である
ことに気づいているのかについて考察し、意義ある結論をえている。第４章では、幼児が格助詞ガの表す様々
な用法（名詞と述語の関係）を最初から全て使用するのか、まず特定の用法から使用し始め、徐々に他の用法
を使用するようになるのかを検証している。第５章では、データを分析し、大人が幼児の発話モデルを示すこ
とは稀で、幼児は大人の手がかりを必要とせず、格助詞ガを使用していることを指摘している。第６章では格
助詞ガの使用において、幼児と大人で多用する表現に共通性が見られるのかを検証し、幼児と大人で多用する
表現には共通性が見られず、大人が使用することの少ない表現を多用していると指摘している。第７章は幼児
がそれまでに使用したことのない語と結び付けているかを検証し、幼児は「名詞＋ガ」という安定した土台に
新しい述語を組み合わせて使用していると指摘している。第８章では大人の会話では格助詞ガが使用されるこ
とが多いことを踏まえ、格助詞ガの初出以降、月齢が高くなるにつれて格助詞ガの使用割合が高くなっていく
ことを明らかにしている。第９章では心理学の実験と比較して考察している。第１０章では区別の説明が難し
い格助詞ガと提題助詞ハについて、獲得過程に共通性が見られるのかを検証し、提題助詞ハは特定の語と結び
付いて使用が始まり、その違いは大人の発話が影響すると指摘している。以上の結果に基づき、(1)大人の発話
に格助詞ガに気づき始める。(2)大人から多様な表現を言語入力として受けるが、まだ格助詞ガは産出できない。
(3)格助詞ガを初出する。(4)ガの特定の用法から使用し始め、徐々に他の用法へ一般化させる。(5)個人差があ
るが、月齢が高くなるにつれて使用割合が高くなる。という結論は、初出時期についての調査だけにとどまっ
ていた格助詞ガの獲得研究にとって、大きな前進となるものであり、高く評価できる。以上の所見により、本
論文は、大阪市立大学博士（文学）の学位を授与するに値するものと認められる。 
